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注意

印刷の時点で、 本書の内容が完全で、 正確である こ と を保証でき るよ う
最大限の努力を払っ ていますが、 情報は予告な く 変更される こ とがあ り
ます。

保証

Avaya Inc. では、 この製品に対する限定保証を行っ ています。 限定保証

の詳細については、 販売契約を参照し て く だ さ い。 保証期間中の Avaya
の標準保証の内容および本製品のサポー ト に関する情報については、 以
下の Web サイ ト を参照し て く だ さい。 http://www.avaya.com/support

不正通話の防止

不正通話とは、 許可のない者 （企業の従業員、 代理店、 下請け会社、 お
よび代理人でない者など） による通信システムの無断使用です。 システ
ムの利用にあたっ ては、 不正通話が行われる危険性があ り、 不正通話が
行われた場合には、 通信サービスについて相当額の追加料金が発生する
可能性がある点に注意し て く だ さ い。

Avaya による不正通話の介入

不正通話が行われている疑いがあ り、技術的なサポー ト が必要な場合は、
テ ク ニカルサービスセン タの不正通話介入ホ ッ ト ラ イ ン  
1-800-643-2353 までご連絡 く だ さい （米国またはカナダの場合）。

免責条項

Avaya は、 発行済みの本書に対するその内容の変更、 追加、 削除につい

ては、 それが Avaya が実行し たものでない限り責任を負いません。 顧客

またはエン ド ユーザーは、 本書の内容に対し て自らが実行し た変更、 追
加、 削除の範囲内において、 それらの実行結果に起因または関連する権
利の主張、 訴訟、 要求、 審判を、 Avaya、 Avaya の代理店、 下請け業者、

および従業員に対し ていっ さい行わないこ とに同意する ものと し ます。 

サポー ト が必要にな った時の連絡先

サポー ト が必要な場合の各問い合わせ先については、 以下の Avaya のサ

ポー ト  Web サイ ト を参照し て く だ さ い。 http://www.avaya.com/support
サービスが提供されている地域に応じ て、 以下のいずれかの手順に従っ
て く だ さい。

• 米国内の場合は、 「Support Tools」 の下にある 「Escalation 
Contacts」 を ク リ ッ ク し ます。 次に、 必要なサポー ト の種類

に応じ た リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。
• 米国外の場合は、 「Support Tools」 の下にある 「Escalation 

Contacts」 を ク リ ッ ク し ます。 次に、 「International Services」

を ク リ ッ クする と、 各地域の主要問い合わせ先のリ ス ト が
表示されます。

通信セキュ リ テ ィ の提供

音声、 データ、 ビデオ通信の通信セキュ リ テ ィ とは、 あらゆる種類の侵
入、 つま り、 何者かによる企業の通信装置の無断使用や悪意のあるア ク
セス、 使用を防止する こ と です。

企業の 「通信装置」 には、 Avaya 製品と、 Avaya 製品を通じ てア クセス

でき るその他の音声／データ／ビデオ装置（つま り 「ネ ッ ト ワーク装置」）
の両方が含まれます。

「部外者」 とは、 企業の従業員、 代理店、 下請け企業、 または代理人では
ない者です。 一方 「悪意がある者」 とは、 悪意を持っ てまたはいたずら
を目的と し て通信装置にア ク セス し よ う とする者を指し ますが、 ア ク セ
ス許可を受けている者である場合もあ り ます。

そのよ う な侵入は、次のよ う な理由で、同期（時分割多重化お よ び回線
ベース）または非同期（キャ ラ ク タ、メ ッ セージ、またはパケ ッ ト ベース）
の装置やイ ン タ フ ェ ースに対し て、またはそれら を通じ て行われます。

• 利用 （ア ク セス し た装置の特別の機能など）
• 窃盗 （知的財産、 資産、 または料金機能へのア クセスなど）
• 盗聴 （人のプ ラ イバシーの侵害）
• いたずら （問題を発生するが実害はない、 不正な変更）
• 実害 （有害な変更、 データの損失や変更、 動機や意図は問わ

ない）

システムや、 システムにネ ッ ト ワーク で接続された装置には、 許可のな
い侵入が行われる危険性がある と い う 点に注意し て く だ さ い。 また、 そ
のよ う な侵入があ っ た場合は、 人／デー タのプ ラ イバシー、 知的財産、
有形資産、 財源、 労働コ ス ト 、 法的コ ス ト を始めと し た さ まざまな損害
を企業がこ う むる可能性がある こ と をご了承 く だ さい。

企業における通信セキュ リ テ ィ の責任

システムと ネ ッ ト ワーク で接続された装置のセキュ リ テ ィ を確保する う
えでの最終的な責任は、 Avaya の顧客システム管理者、 ユーザー企業が

契約し ている通信業者、 およびユーザー企業のマネージ ャ にあ り ます。
個々の義務を遂行するにあたっ ては、 これまでに蓄積し てきた知識およ
び以下を始めと し た リ ソースに基づいて く だ さい。

• 設置用 ド キュ メ ン ト
• システム管理 ド キュ メ ン ト
• セキュ リ テ ィ ド キュ メ ン ト
• ハー ド ウ ェ ア／ソ フ ト ウ ェ アベースのセキュ リ テ ィ ツール
• ユーザー企業と通信業者との共有情報
• 通信セキュ リ テ ィ の専門家

通信装置への侵入を防止するにあたっ ては、 ユーザー企業とユーザー企
業の通信業者が以下のプログラムと設定を慎重に行 う必要があ り ます。

• ユーザー企業の Avaya 製通信システムと通信業者のイ ン タ

フ ェ ース
• ユーザー企業の Avaya 提供ソ フ ト ウ ェ アアプ リ ケーシ ョ ン

と 基底 と な っ ている通信業者のハー ド ウ ェ ア／ソ フ ト ウ ェ
アプ ラ ッ ト フ ォームおよびイ ン タ フ ェ ース

• 上記以外で、ユーザー企業の Avaya 製品にネ ッ ト ワーク接続

されている各装置

TCP/IP 環境 （設備）

製品が保証性能どお り に機能し ている場合で も、 ネ ッ ト ワークの設定／
設計および ト ポロジーによ っ て、 製品の性能、 信頼性、 およびセキュ リ
テ ィ が変わっ て く る場合があ り ます。

標準規格への準拠

Avaya Inc. は、 本装置の無許可の変更、 または Avaya Inc. 指定以外の接

続ケーブルや装置への交換、 接続が原因と な ったラ ジオやテレ ビの干渉
については、 責任を負いません。 このよ う な許可のない変更、 交換、 接
続による干渉は、 ユーザーの責任で解決する必要があ り ます。 ユーザー
には、 Avaya Inc. が明示的に承認し ていない変更や改良を行 う と、 本装

置利用に関するユーザーの権利が取 り 消 さ れる場合がある こ と につい
て、 連邦通信委員会 （FCC） 規則のパー ト  15 に従っ た警告がな されて

います。

製品安全規格

本製品は、 該当する以下の国際的な製品安全規格に準拠し ています。

Compliance with IEC for Electrical Equipment （IEC 電気機器安全規格適

合性） （IECEE） CB-96A に記載された、 関連するあらゆる各国差分規格

を含む Safety of Information Technology Equipment （IT 機器の安全性）

IEC 60950 第 3 版または IEC 60950-1 第 1 版。

Safety of Information Technology Equipment （IT 機器の安全性）
CAN/CSA-C22.2
No. 60950-00 / UL 60950 第 3 版または CAN/CSA-C22.2
No. 60950-1-03 / UL 60950-1。

Safety Requirements for Information Technology Equipment（IT 機器の安

全性要件）、 AS/NZS 60950:2000。

適宜、 メ キシ コ国家規格 NOM 001 SCFI 1993、 NOM SCFI 016 1993、

NOM 019 SCFI 1998 のいずれかまたは 2 つ以上。

電磁両立性 （EMC） 規格

本製品は、 以下の国際的な EMC 規格および関連するすべての各国差分

規格に準拠し ています。

Limits and Methods of Measurement of Radio Interference of Information
Technology Equipment （IT 機器の無線干渉に関する制限と測定方法） 、

CISPR 22:1997、 EN55022:1998 および AS/NZS 3548。

Information Technology Equipment （IT 機器） – Immunity Characteristics
（イ ミ ュニテ ィ 特性） – Limits and Methods of Measurement （制限および

測定方法）、 CISPR 24:1997 および EN55024:1998。 以下を含む。

• Electrostatic Discharge （静電気放電） （ESD） IEC 61000-4-2
• Radiated Immunity （放射イ ミ ュニテ ィ ） IEC 61000-4-3
• Electrical Fast Transient （電気的フ ァ ス ト ト ラ ンジ ェ ン ト ）

IEC 61000-4-4
• Lightning Effects （雷の影響） IEC 61000-4-5
• Conducted Immunity （伝導イ ミ ュニテ ィ ） IEC 61000-4-6

連邦通信委員会による声明

パー ト  15: 
注 ： この装置は、 ク ラ ス B のデ ィ ジ タルデバイ スの制限に準拠し てお

り、 FCC 規則のパー ト  15 に従っている こ とがテス ト され、 確認されて

います。 この制限は、 装置を商業環境で使用し た と きの有害な干渉から
適切に保護するためのものです。 この装置は、 無線周波数エネルギーを
発生、 使用、 および放射する こ とがあ り、 マニュ アルに従っ て設置、 使
用されなかった場合は、 無線通信に対し て有害な干渉を発生する こ とが
あ り ます。 この装置を住宅地で使用する と、 有害な干渉を引き起こすこ
とがあ り ます。 この場合には、 使用者は自己負担において適切な対策を
講じ るよ う要求されます。 

http://support.avaya.com/japple/css/japple?PAGE=avaya.css.CSSIndex
http://support.avaya.com/japple/css/japple?PAGE=avaya.css.CSSIndex


パー ト  68: 応答監視信号。

適切な応答監視信号を使用し ない方法で この装置を動作させる こ とは、
パー ト  68 の規則に違反し ます。 この装置は、 次の場合に公衆回線網に

応答監視信号を返し ます。

• 呼を受けた電話機が応答し た場合
• 近 く にいた者が応答し た場合
• 企業内システムなどの構内装置 （CPE） ユーザーが設置し た

録音アナウンスに配信された場合

この装置は、 公衆電話交換網に戻されるすべての DID コールで応答監視

信号を返し ます。 許可されている例外は次のとお り です。

• 呼に応答し ない場合
• ビジー ト ーン を受信し た場合
• リ オーダー ト ーンを受信し た場合

Avaya は、 ユーザーが登録済みの装置から ア クセス コー ド を使用し て州

間の交換サービスプロバイダへア ク セスでき る こ と を保証し ます。 大口
の通話業者がこの装置に変更を加えてダイヤルコー ド へのア ク セスをブ
ロ ッ ク する こ と は、 1990 年の Telephone Operator Consumer Services
Improvement Act （TOCSIA） に違反し ます。

接続方法

公衆電話網へのこの装置の接続については、 後の表に示し ます。

カナダ通信省 （DOC） 干渉情報

このク ラス B デジ タル装置は、 カナダの ICES-003 に準拠し ています。

　

この装置は、 カナダ産業省の端末装置に関する技術的な仕様を満た し て
います。 これは登録番号によ っ て確認されます。 登録番号の前の略語 IC
は、 登録が準拠に関する宣言に基づいて行われた こ と を表すもので、 カ
ナダ産業省の技術仕様を満た し ている こ と を示し ています。 カナダ産業
省がこの装置を承認し ている こ と を示すものではあ り ません。

準拠に関する宣言

米国 FCC パー ト  68 自己適合宣言 （SDoC）

米国所在の Avaya Inc. は、本書に記載されたラベル ID 番号 TIA TSB-168
の装置が FCC 規則 47 CFR パー ト  68 お よ び端末接続管理協議会

（ACTA） が採択し た技術基準に準拠し ている こ と を こ こに保証し ます。

また、 本書に記載されたハン ド セ ッ ト 付きの Avaya 端末装置は、 補聴器

への対応を定義し た FCC 規則のパラグラ フ  68.316 に準拠し てお り、 補

聴器に対応し ている とみな されています。

米国の責任者が署名し た SDoC のコ ピーが必要な場合は、 お近 く の担当

者までご連絡 く だ さ い。 または以下の Web サイ ト で も ご覧いただけま

す。 http://www.avaya.com/support
Avaya のすべての メ デ ィ アサーバーお よ び メ デ ィ ア ゲー ト ウ ェ イ は

FCC パー ト  68 に準拠し ていますが、 その多 く は、 SDoC プロセスが利

用可能になる前に登録されたものです。 Avaya の全登録製品を網羅し た

リ ス ト については、 以下の Web サイ ト を参照し て く だ さい。

http://www.part68.org こ こで、 製造者に 「Avaya」 を指定し て検索し て く

だ さ い。

欧州連合の準拠に関する宣言

Avaya Inc. は、 本書に明記された 「CE」 （Conformité Europeénne） マー

ク 付きの装置が EMC 指令 （89/336/EEC） お よび 低電圧指令 （73/23/
EEC） を含む EU 無線機器および電気通信端末機器指令 （1999/5/EC） に

準拠 し ている こ と を宣言 し ます。 この装置は、 CTR3 基本速度イ ン タ

フ ェ ース （BRI） と  CTR4 一次群速度イ ン タ フ ェ ース （PRI） 、 および

CTR12 と  CTR13 におけるそのサブセ ッ ト に準拠する こ とが認証されて

います。

これらの準拠に関する宣言 （DoC） のコ ピーについては、お近 く の Avaya
オフ ィ スまたは、 販売担当者までお問い合わせ く だ さ い。 または、 以下
の Web サイ ト でもご覧いただけます。 http://www.avaya.com/support

日本

この装置は、 情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI） の基準に

基づ く ク ラス B 情報技術装置です。 この装置は、 家庭環境で使用する こ

と を目的と し ていますが、 この装置がラ ジオやテレ ビジ ョ ン受信機に近
接し て使用される と、 受信障害を引き起こすこ とがあ り ます。 取扱説明
書に従っ て正しい取扱いを し て く だ さ い。

本書およびその他の ド キュ メ ン ト の発注先 ：

電話 ： Avaya 出版セン ター

電話 1.800.457.1235 または 1.207.866.6701
FAX 1.800.457.1764 または 1.207.626.7269

郵便 ： Globalware Solutions
200 Ward Hill Avenue
Haverhill, MA 01835 USA
ATTN ： Avaya Account Management

電子メ ール ：totalware@gwsmail.com
最新版 ド キュ メ ン ト は、下記の Web サイ ト から も確認、 ダウンロー ドが

可能です。 http://www.avaya.com/support

http://avaya.com/support
http://www.part68.org/
http://www.part68.org/
http://www.avaya.com/support/
http://www.avaya.com/support/
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本書について

概要

本書では、 新しい 4602/4602SW IP Telephone の使用方法について説明し ます。 4602/4602SW は、 簡単

な操作方法で最新の電話システムの機能を利用できます。 IP （イ ン ターネ ッ ト プロ ト コル） Telephone の
動作特性は、 電話機自体ではな く 、 中央の電話サーバで指定されます。 ア ッ プデー ト 、 新機能の追加は、

電話機に対し てソ フ ト ウ ェ アのダウンロー ド によ っ て実現されるため、 人が介入する こ と も、 電話機を

交換する必要もあ り ません。 4602/4602SW はベーシ ッ ク なモデルの IP 電話機ですが、 ユーザーにと っ

ての操作性の良さ など、 ハイエン ド の IP 電話機が持つ多 く の特性を備えています。

本書は、 実際の電話機の使用方法に関する 3 つの章で構成されてお り、 電話機のボタ ン と機能、 呼の発

信および受信、 ボイ ス メ ール メ ッ セージの取得、 4602/4602SW IP Telephone の正常動作を確認するた

めの電話機のテス ト ／ ト ラ ブルシューテ ィ ングについて説明し ています。

注：

注 ： 4602 と  4602SW は、 ユーザーイ ン タ フ ェース、 機能、 管理などの操作性は同じ です。 こ

の 2 機種は電気的用途別の仕様のみが異な り、 4602SW にはイ ーサネ ッ ト ス イ ッ チ、

4602 には内部共有リ ピーターを備えています。 

● 本書で説明するのは、4602 ／ 4602SW SIP 以外の 4602 ／ 4602SW IP Telephone です。4602/
4602SW SIP IP Telephone については、 『4602 SIP Telephone User Guide』 （ド キュ メ ン ト 番

号 16-300035） を参照し て く だ さい。 

対象読者

本書は、 4602/4602SW IP Telephone をお持ちの IP 電話機ユーザーを対象にし ています。 システム管理

者や電話技術者向けの技術的な リ フ ァ レンスガイ ド ではあ り ません。

発行日

本書は、 2002 年 8 月に初版が発行され、 2003 年 6 月にはリ リース 1.7 が、 2003 年 11 月にはリ リース

1.8 が、 2005 年 4 月には第 2.2 版 / リ リース 2.2 が、 それぞれ改訂版と し て発行されています。
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本書の使用方法

本書は、 ト ピ ッ ク を見つけやすいよ う に理論的に構成されています。 最初から最後まで読み、 4620 ／

4620SW IP Telephone の使用方法を詳細まで理解する こ と もできれば、 目次または索引を参照し、 実行

する タ スクや機能に関する情報を探すこ と もできます。 

本書の構成

本書には次の章が含まれています。 

使用する表記規則

本書では、内容を理解する上で役立つ、テキス ト 、記号、および印刷に関する表記規則を使用し ています。

記号に関する表記規則

注 ： は、 その後に ト ピ ッ クに関する追加情報がある こ と を示し ます。 

第 1 章 ： 4602/4602SW IP Telephone 
について 

電話機の前面の各ボタ ン と その機能について
説明し ます。

第 2 章 ： 4602/4602SW IP Telephone 
の使用

発信、 会議、 呼の転送、 ボイス メ ールメ ッ
セージへのアクセス と再生、 セキュ リ テ ィ 保
持のための電話機からのログオフ、 および電
話機への再ログオンなど、 呼に関連するすべ
ての情報について説明し ます。

第 3 章 ： 電話機の管理と ト ラ ブル
シューテ ィ ング

カス タ マイズし た呼び出し音を設定する方
法、 電話機の動作をテス ト する方法、 エ ラー
や問題が発生し た と きの基本的な ト ラ ブル
シューテ ィ ングの方法などを説明し ます。
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印刷に関する表記規則

本書では、 印刷に関する次の表記規則を使用し ています。

関連ド キュ メ ン ト  
本書と その他の関連ド キュ メ ン ト は、 URL: 
http://www.avaya.com/support からオン ラ イ ンで確認できます。 

IP Telephone の設置に つ い て は、 『4600 Series IP Telephone Installation Guide』 （ド キ ュ メ ン ト 番号

555-233-128） を参照し て く だ さい。 

4602/4602SW を机や壁に設置す る場合の詳細については、 『4601/4602/4602SW IP Telephone Stand
Instructions』 （ド キュ メ ン ト 番号 555-233-147） を参照し て く だ さい。

ローカルエ リ アネ ッ ト ワーク で使用し ている  IP Telephone システムを保守する方法については、 『4600
Series IP Telephone LAN Administrator Guide』 （ド キュ メ ン ト 番号 555-233-507） を参照し て く だ さい。

標準的な電話機能については、 『The Overview for Avaya Communication Manager Software』 （ド キュ メ

ン ト 番号 555-233-767） を参照し て く だ さい。 

文書 下線が付いた文字は、 ト ピ ッ クに関する追加情報が含まれる ド キュ
メ ン ト 、 または本書の章や項を示し ます。 

『文書 』 引用符で囲まれた斜体の文字は、 外部ド キュ メ ン ト への参照を示し
ます。

斜体 斜体の文字は、 ユーザー操作の結果や、 操作手順ご とのシステムの
応答を示し ます。 

CONFERENCE 順を追った手順で、 太字で表し た単語は、 押す／選択する必要があ
る電話機のボタ ン 1 つを表し ます。 

http://www.avaya.com/support
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第 1 章 ： 4602/4602SW IP Telephone について

はじめに

この章では、 4602/4602SW IP Telephone のレ イ アウ ト について概説し ます。 各機能ボ タ ン と電話機の

その他の特性を説明し ます。

4602/4602SW IP Telephone

4602/4602SW IP Telephone には 2 個の回線 （コールアピア ラ ンス） ボ タ ン、 10 個の専用機能ボ タ ン、

2 行× 24 文字の表示エ リ ア、 片方向の聞き取り専用スピーカがあ り ます。
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 図 1- 4602/4602SW IP Telephone
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表 1 ： 4602/4602SW IP Telephone のボタ ン／機能の説明

図中の
番号

ボタ ン／機能の
名前

ボタ ン／機能の
説明

1 ボイス メ ッ セージ
ラ ンプ 

点灯し ている場合は、 ボイス メ ッ セージシステムに
メ ッ セージがある こ と を示し ます。

2 表示画面 表示画面には、 2 行 × 24 文字を表示できます。 電話
機を使用し ている と きは、 通話中の相手の名前／電話
番号が 1 行目に表示され、 使用し ていないと きは、 現
在の日付と時刻が表示されます。 2 行目には、 音量コ
ン ト ロール （音量矢印を押し た場合） と通話時間／保
留時間 （ア ク テ ィ ブな コールまたは保留呼の場合） が
表示されます。 転送または会議通話中は、 2 行目に通
話中の相手の名前と電話番号も表示されます。
1 行目には、 電話機の現在の状態に応じ て、 すぐ下に
示すいずれかのアイ コ ン も表示されます。 

（アイ コ ン表示な し） アイ ドル。 回線が使用可能である こ と を示し ます。

ア ク テ ィ ブ。 回線が使用中である こ と を示し ます。

保留。 この回線で呼が保留である こ と を示し ます。

リ ンギング。 この回線に着信呼が入っ てきたこ と を示
し ます。

（ソ フ ト ） 保留。 この回線の呼が、 会議または転送のた
めに一時的に保留状態にある こ と を示し ます。

3 回線ボタ ン 2 個の回線ボタ ンは着信呼と発信呼専用であ り、 次の
ラベルが付いています。

[a] （最初の回線ボタ ン）
および
[b] （2 番目の回線ボタ ン）

4 SPEAKER 聞き取り専用の片方向スピーカ機能にアクセス し ます
（設定されている場合）。

5 スピーカ  LED イ ンジ
ケータ  

聞き取り専用の片方向スピーカが使用中の場合は、 ラ
ンプが点灯し たままにな り ます。

6 MESSAGES ボイス メ ッ セージシステムにア クセス し ます。

１  の ２
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7 MUTE ア ク テ ィ ブなハン ド セ ッ ト のマイ ク ロホンをオフにし、
相手に声が聞こ えないよ う にし ます。

8 ミ ュー ト  LED イ ンジ
ケータ  

ハン ド セ ッ ト が ミ ュー ト されている場合は、 ラ ンプが
点灯し たままにな り ます。

9 音量コ ン ト ロール 使用中の装置に応じ て、 ハン ド セ ッ ト または呼び出し
音の音量を調整し ます。

10 数値ダイヤルパッ ド  電話番号をダイヤルするための 12 個のボタ ンで構成さ
れる標準のボタ ンパッ ド。

11 保留 呼を保留にするために使用する赤色のボタ ン。

12 TRANSFER 別の電話機に呼を転送し ます。 電話機がオン フ ッ クの
場合は、 ラ ンプ と表示画面のテス ト にも使用されます。

13 CONFERENCE ほかの複数の相手と会議通話を設定し ます。 電話がオ
ン フ ッ クの場合は、 個別呼び出し音 （着信音） パター
ンの選択にも使用されます。

14 DROP 会議通話に最後に追加された相手を切断し ます。

15 REDIAL 電話機から最後にダ イヤル し た番号を リ ダ イヤル し
ます。

表 1 ： 4602/4602SW IP Telephone のボタ ン／機能の説明 （続き）

図中の
番号

ボタ ン／機能の
名前

ボタ ン／機能の
説明

２  の ２
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第 2 章 ： 4602/4602SW IP Telephone の使用

はじめに

この章では、 呼の発信および受信と、 電話操作機能の使用方法について説明し ます。 電話操作機能は、

発信時や通話中に使用で き ます。 これらの機能には、 [CONFERENCE]、 [DROP]、 [HOLD]、 [MUTE]、
[REDIAL]、 [TRANSFER]、 [SPEAKER] などの電話ボタ ンがあ り ます。 この章では、 ボイス メ ールボ ッ

ク スに残された メ ッ セージの再生について も説明し ます。

呼の発信

電話をかけるには

1. ハン ド セ ッ ト を持ち上げます。 

ハン ド セ ッ ト （ ） アイ コ ンが表示画面に表示されます。 

2. 相手にダイヤルし ます。

接続されます。

直前に電話をかけた番号へのリ ダイヤル

リ ダイヤル （または最後にダイヤルし た番号） 機能を使用する と、 最後にダイヤルし た内線または外線

へのダイヤリ ングが自動的に開始されます。 

[Redial] （ ） ボタ ンを押し ます。

最後にダイヤルし た番号が自動的に リ ダイヤルされます。
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呼の受信

誰かから電話がある と、 電話が鳴った と きにベル （ ） アイ コ ンが表示画面に表示されます。 

呼を受信するには、 着信呼の回線ボタ ンを押し、 ハン ド セ ッ ト を持ち上げて話し ます。

ハン ド セ ッ ト （ ） アイ コ ンが表示画面に表示されて、 着信呼がある こ と を示し ます。

電話操作機能

この項で説明する機能は、 通話中に使用できます。

会議通話

会議機能を使用する と、 システム管理者が設定し た人数までの会議ができます。 

会議通話への参加者の追加

1. 最初の相手にダイヤルし、 次に [CONFERENCE] （ ） ボタ ンを押し ます。 

通話中の呼が保留にされ、 ソ フ ト 保留 （ ） アイ コ ンが表示されて、 発信音が聞こ えます。

2. 次の相手の番号をダイヤルし、 応答を待ちます。

3. 応答後、 再度 [CONFERENCE] （ ） ボタ ンを押し て、 新しい相手を会議に追加し ます。

4. その電話会議に相手を追加するたびにステ ッ プ 1 ～ 3 を繰り返し ます。 

保留呼を通話中の呼と会議させる

1. [CONFERENCE] （ ） ボタ ンを押し ます。 

現在の回線のアイ コ ンがソ フ ト 保留 （ ） アイ コ ンに変わり ます。 

2. 保留呼の回線ボタ ンを押し ます。

3. [CONFERENCE] （ ） ボタ ンを押し ます。 

これですべての相手が接続された状態にな り ます。 

会議通話に登録された最後の相手の切断

[DROP] （ ） ボタ ンを押し ます。 

電話会議に接続された最後の相手が通話から切断されます。



電話操作機能

第 2.2 版 2005 年 4 月 17

 

保留

保留機能を使用する と、 ユーザーが通話に戻るまで呼が保留されます。

呼の保留

[HOLD] （ ） ボタ ンを押し ます。 

現在の回線のアイ コ ンが保留 （ ） アイ コ ンに変わり ます。

保留呼に戻る

保留呼の回線ボタ ンを押し ます。

通話が再開されます。

ミ ュー ト

通話中に ミ ュー ト 機能を使用する と、 通話相手に自分の声が聞こ えな く な り ます。 この機能は、 通話中

にいつでもオフ ラ イ ンで会話する こ とができます。 

通話中の相手に声が聞こ えないよ う にする

1. [MUTE] （ ） ボタ ンを押し ます。 

これで相手に声が聞こ えな く な り ます。 [MUTE] ボタ ンの横の表示ラ ンプは、 ミ ュー ト がオンになる
と点灯し ます。

2. 双方向の会話を再開するには、 も う 一度 [MUTE] （ ） ボタ ンを押し ます。

スピーカ

片方向の ス ピ ー カ を 使用す る と、 ハ ン ド セ ッ ト を 持 ち 上げ な い で 電話 を 聞 く こ と が で き ま す。

[SPEAKER] ボ タ ン を押すと、 表示ラ ンプが点灯し て、 聞き取り専用のスピーカがオンにな った こ と を

示し ます。

注：

注 ： 4602/4602SW IP Telephone のスピーカは、片方向の聞き取り専用の装置です。電話の相

手の声は聞こ えますが、 相手にはこ ち らの声が聞こえません。
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スピーカからハン ド セ ッ ト への変更

ハン ド セ ッ ト を持ち上げて話し ます。 

スピーカ表示ラ ンプがオフにな り ます。

通話中にスピーカ をオンにする

[SPEAKER] （ ） ボタ ンを押し ます。 

 [SPEAKER] ボ タ ンの横のスピーカ イ ンジケー タが点灯し ます。 スピーカ とハン ド セ ッ ト の両方が
使用可能にな り ます。 電話の相手の声はスピーカ を通じ て聞こ えますが、 相手にはこ ち らの声は聞
こ えません。

通話中のスピーカから切り替え

随時ハン ド セ ッ ト を持ち上げます。

スピーカの表示ラ ンプがオフにな り、 ボイスコ ン ト ロールがハン ド セ ッ ト に戻り ます。 

スピーカ を使用中の場合の呼の終了

[SPEAKER] （ ） ボタ ンを押し ます。

スピーカ横のイ ンジケータ ラ ンプが消え、 呼が終了し ます。

注：

注 ： スピーカ機能をオフにする こ と も できます。説明どお り にスピーカが動作し ない場合は、

システム管理者に連絡し、 電話機のスピーカ機能がオンにな っ ているかど う か確認し て

く だ さい。

転送

転送機能を使用する と、 自分の電話機から内線または外線番号に呼を転送できます。

別の電話機への呼の転送

1. 呼がアク テ ィ ブな と きに （または、 保留呼が 1 つだけあ り、 アク テ ィ ブな呼がないと きに）

[TRANSFER] （ ） ボタ ンを押し ます。 

呼が保留され、 対応する表示ラ ンプが点滅し ます。 保留 （ ） アイ コ ンが表示され、 も う １ つ
の回線がアク テ ィ ブになる と発信音が聞こ えます。

2. 呼の転送先の番号をダイヤルし ます。

呼は内線またはダイヤルし た番号に発信されます。
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3. 転送呼を通知し ない場合は、 [TRANSFER] （ ） ボタ ンを も う一度押し ます。 相手が応答後に

転送する場合は、相手の応答を待ち、その旨を告げてから  [TRANSFER]（ ）ボタ ンを押し ます。 

2 秒間の表示メ ッ セージが、 転送が完了し たこ と を示し ます。

4. ハン ド セ ッ ト を置きます。 

ボイス メ ールメ ッ セージの再生 
誰かがボイス メ ールボ ッ ク スに メ ッ セージを残すと、 電話機の上部中央にある赤色のメ ッ セージ表示ラ

ンプが点灯し ます。 

ボイス メ ールを再生するには、 数値ダイヤルパッ ド の上の [MESSAGE] （ ） ボタ ンを押し ます。

ボイス メ ールシステムに自動的にダイヤルされます。 

会社のボイス メ ールに接続されたら、 標準のボイス メ ール再生手順に従います。 ボイス メ ールに関する

ご質問は、 電話のシステム管理者にお問い合わせ く だ さい。

注：

注 ： ボイス メ ール機能が無効な場合もあ り ます。 説明どお り にボイス メ ールの再生が動作し

ない場合は、 システム管理者に連絡し、 電話機のボイス メ ールへの接続がオンにな っ て

いるかど うか確認し て く だ さい。

電話機のログオフ

不在時の無断使用を防止し た り、 複数のユーザーで電話機を共有し ている場合に個人的な設定 ・ 管理機

能を保護するために 4602/4602SW IP Telephone から ログオフ し ます。

1. 電話機から ログオフするには、 [MUTE] （ ） ボタ ンを押し、 次にダイヤルパッ ド で番号 
5 6 4 6 3 3 # （LOGOFF #） をダイヤルし ます。

電話機の登録解除要求がサーバに送信されます。 電話機がログオフの状態にな り、 「Ext. =」 が表示
されます。
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ログオフ後の電話機への再ログイ ン 

ログオフ後の電話機を復元するには

1. ダイヤルパッ ド を使用し て内線番号を入力し、 次にシャープキー （#） を押し ます。

パスワー ドの入力を求めるプロンプ ト が表示されます。

2. キーパッ ド を使用し てパスワー ド を入力し、 次に # を押し ます。

これで 4602/4602SW を使用できるよ う にな り ます。
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第 3 章 ： 電話機の管理と ト ラブルシューテ ィ ング 

はじめに

4600 シ リーズ IP Telephones は ト ラ ブルが起こ り に く い設計と な っ ています。 この章では、 次の項目に

関し て役立つ情報を提供し ます。

● さ まざまな呼び出し音の解釈 

● 電話機の呼び出し音パターンのカス タ マイズ 

● 4602/4602SW の表示記号の解釈 

● 正し く 動作し ている こ と を確認するための電話機のテス ト

● 基本的な ト ラ ブルシューテ ィ ング。 この項では、 エン ド ユーザーが経験する も っ と も一般的な問題

と推奨する解決方法を提供し ます。 

● 基本的な ト ラ ブルシ ューテ ィ ングで問題が解決し ない場合の電話機のリ セ ッ ト または電源のオン

／オフ  

IP Telephone に関する その他のすべての質問と 問題については、 システム管理者にお問い合わせく だ

さ い。 

着信音や各種 ト ーンの解釈

IP Telephone の操作に慣れる と、 着信呼に応答する と き、 またはハン ド セ ッ ト を使用し ている と きに さ

まざまな音を認識できるよ う にな り ます。 次の図に、 聞こ える音の概要を示し ます。 使用し ているシス

テムにこの説明が当てはまるかど う かをシステム管理者に確認し て く だ さい。
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呼び出し音は着信呼がある と鳴り ます。 フ ィ ー ドバッ ク ト ーンは、ハン ド セ ッ ト （受話器） またはスピー

カから聞こ える音です。

呼び出し （着信） 音 意味

呼び出し音 1 回 -------- 別の内線からの呼

呼び出し音 2 回 -------- ------- 外線またはシステム管理者からの呼

呼び出し音 3 回 ------ ------ ------ ほかの内線からの優先呼または自動コールバッ ク
コールからの呼

短い呼び出し音 （ピン とい う 音） --- 離席機能 （SAC） または可変不在転送機能がア ク
テ ィ ブにな っ ているため、 呼がユーザーの電話機
から別の電話機に転送されている。

フ ィ ード バッ ク（ ハンド セッ ト ） ト ーン 意味

ビジー --- --- --- 速 く 繰り返される低い音 （1 分間に 60 回） で、 ダ
イヤルし た番号が通話中である こ と を示し ます。

コールウ ェ イテ ィ ング リ ングバッ ク
ト ーン ---_

低い音の信号が最後に付 く リ ングバッ ク ト ーンで、
電話をかけた内線がビジーであ り、 被呼者にコー
ルウ ェ イテ ィ ング ト ーンが聞こ えている こ と を示
し ます。 

確認 -- -- -- 3 つの短い断続音で、 機能のア ク テ ィ ブ化やキャ
ンセルが受け入れられたこ と を示し ます。

カバレ ッ ジ - 1 回の短い断続音で、 呼が別の内線に転送されて
カバリ ングユーザーが応答する こ と を示し ます。

ダイヤル --------- ダイヤルを開始できる こ と を示す連続音

イ ン ターセプ ト ／タ イムアウ ト  
-_-_-_-

高音と低音が交互に鳴り、 ダイヤルのエ ラーまた
は要求し たサービスの拒否を示し ます。 または、
ハン ド セ ッ ト を持ち上げてから、 または前の数字
をダイヤルし てから事前設定し た時間 （通常は 10 
秒間） 内にダイヤルされなかったこ と を示し ます。

リ コールダイヤル - - - ----------- 3 つの短い断続音の後に一定の発信音が続き、 要
求し た機能が受け入れられて、 ダイヤルを開始で
きる こ と を示し ます。

リ オーダー -- -- -- -- -- -- 1/2 秒ご とに繰り返される速いビジー ト ーンで、
電話のすべての ト ラ ン ク回線がビジーである こ と
を示し ます。

リ ングバッ ク  ---- ---- ---- ---- 1 分間に 15 回繰り返される低い音で、 ダイヤルし
た番号の呼び出し音が鳴っている こ と を示し ます。
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電話機の呼び出し音パターンのカス タ マイズ 
呼び出し音選択機能を使用する と、 8 つの異なるパターンから独自のカス タ マイズされた呼び出し音パ

ターンを選択できます。

着信音パターンの選択

お好きな着信音パターンを選択するには

1. 電話をオン フ ッ クにし て [CONFERENCE] （ ） ボタ ンを押し ます。 

現在の呼び出し音パターンが鳴り、 3 秒ご とに繰り返されます。 

2. 続けて [CONFERENCE] （ ） ボタ ンを押し てから放し、 8 つの呼び出し音パターンを切り替

えます。

3. 耳で聞いて確認し た着信音パターンを保存するには、 次に [CONFERENCE] （ ） ボタ ンを押

すまでに 7 秒間以上待っ て く だ さい。 

選択し た呼び出し音パターンがさ らに 2 回聞こ え、 その後、 そのパターンは自動的に保存されます。
確認 ト ーン （末尾が上がる音が 2 回） が鳴り、 新しい呼び出し音パターンが設定されます。

注：

注 ： 呼び出し音パターンの選択中にオフ フ ッ クになる、 呼を受信する、 または電源が切れる

と、 処理が中断されるので、 ステ ッ プ 1 からやり直す必要があ り ます。 
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表示アイ コ ンの解釈

IP Telephone の表示に慣れて く る と、 呼の状態または電話機の状態に関連するアイ コ ンまたは記号を認

識でき るよ う にな り ます。 次の図に、 表示されるアイ コ ンの概要を示し ます。 使用し ているシステムに

この説明が当てはまるかど う かをシステム管理者に確認し て く だ さい。

電話機のテス ト

テス ト 機能を使用する と、 電話機のラ イ ト と表示画面が正し く 動作し ているかど う かを確認できます。

電話機のラ ンプ と表示のテス ト

電話機がア イ ド ル状態 （オン フ ッ ク） のと きに、 [MUTE] （ ） ボタ ン を押し て、 8 3 7 8 # の
順にダイヤルし ます。 

表示画面にセルフ テス ト の開始が示され、 テス ト の合否が報告されます。 

表示画面に何も表示されず、 電話機の電源が入っ ている場合は、 電話機を交換する必要があ り ます。 サ

ポー ト と その他の ト ラ ブルシューテ ィ ング情報については、 システム管理者にお問い合わせ く だ さい。 

アイ コ ン 意味

アイ コ ンは表示されない アイ ド ル。回線が使用可能である こ と を示し ます。 

アク テ ィ ブ。 回線が使用中である こ と を示し ます。

保留。 この回線で呼が保留である こ と を示し ます。

リ ンギング。 この回線に着信呼が入っ てきたこ と
を示し ます。

（ソ フ ト ） 保留。 この回線の呼が、 会議または転送
のために一時的に保留状態にある こ と を示し ます。
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基本的な ト ラ ブルシューテ ィ ングチャー ト

問題／症状 推奨する解決方法

初めて接続し た と きに電話機が
アク テ ィ ブにならない 

システム管理者が電話機をすでに初期化し ている場合を
除き、 操作可能になるまでには数分間かかり ます。 プ ラ
グを差し込むと、 電話機は、 接続先のサーバから、 動作
ソ フ ト ウ ェ ア、 IP ア ド レス、 システム管理者がプログラ
ムし た特殊な機能のダウンロー ド をただちに開始し ま
す。 8 ～ 10 分以上かかる場合は、 システム管理者に報
告し て く だ さい。

電源供給の中断後に電話機がア
ク テ ィ ブにな らない 

プ ラグを引き抜いた後、 電話機の電源を切った後、 サー
バに問題が発生し た後、 またはその他の電源の中断が
発生し た後は、 再び初期化さ れる まで数分間待っ てく
ださ い。

電話機が以前は動作し ていたが
現在は動作し ない

システム管理者にお問い合わせ く だ さい。

表示画面に文字が表示されない 上記の 「初めて接続し た と きに電話機がアク テ ィ ブにな
ら ない」 を参照し て く だ さい。 
電話機のすべてのコー ド 類をチ ェ ッ ク し て、 正し く 接続
されている こ と を確認し ます。 
電源をチ ェ ッ ク し て、 電話機に電源が供給されている こ
と を確認し ます。
次のテス ト 手順を実行し ます。 電話機がアイ ドル状態
（オン フ ッ ク） のと きに、 [MUTE] （ ） ボタ ンを押
し て、 8 3 7 8 # の順にダイヤルし ます。
表示画面にセルフ テス ト の開始が示され、 テス ト の合否
が報告されます。 電話機の電源が入っ ているのに表示画
面に何も表示されない場合は、 電話機の交換が必要な可
能性があ り ます。
前述の推奨する解決方法では問題が解決し ない場合は、
システム管理者にご連絡 く だ さい。 電話機を リ セ ッ ト す
る、 または電源をオフにし た後にオンにするには、 この
章の 「IP Telephone のリ セ ッ ト と電源のオン／オフ」 を
参照し て く だ さい。

表示画面にエラー／情報メ ッ
セージが表示される  

ほとんどのメ ッ セージには、 サーバ／電話機のやり取り
が関連し ています。 受信し た メ ッ セージに基づいて問題
を解決できない場合は、 システム管理者に解決を要請し
て く だ さい。 

オーデ ィ オ品質が低い。 特に、
ハン ド セ ッ ト の使用中にエ コー
が聞こ える、 突然音声が途切れ
てその状態が続 く （会話の途切
れ）、 スピーチが音飛びし た り、
ひずんだ りする

この問題はネ ッ ト ワークのさ まざまな問題によ っ て発生
し ます。
LAN 管理者に連絡し、 問題をでき るかぎ り完全に説明し
ます。

１  の ２
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発信音が聞こ えない ハン ド セ ッ ト と回線コー ドの両方が電話機にし っかり と
接続されている こ と を確認し ます。 電話機のプ ラグを引
き抜いて接続し直し た場合に、 動作にわずかな遅延が発
生する こ とに注意し て く だ さい。 
電話機を リ セ ッ ト し ます （詳細については、 「IP 
Telephone のリ セ ッ ト と電源のオン／オフ」 の項を参照
し て く だ さい）。
前述のステ ッ プを実行し ても希望の結果が得られない場
合は、 システム管理者にお問い合わせ く だ さい。 

電話機が鳴ら ない 音量コ ン ト ロールキーを使用し て、 呼び出し音量を高い
レベルに設定し ます。
別の電話機からユーザーの内線に電話をかけ、 前述の推
奨する解決方法をテス ト し ます。 

スピーカが動作し ない スピーカがオフになっ ているかど うかシステム管理者に
お問い合わせ く だ さい。 
注 : スピーカは片方向の聞き取り専用であるため、 オン
にな っている場合は、 相手の声は聞こ えますが、 相手に
はこ ち らの声は聞こ えません。

機能が本書のとお り に動作し な
い （た と えば [MESSAGE] ボタ
ンが説明どお り に機能し ない）

手順を確認し て、 も う一度実行し て く だ さい。 一部の機
能では、 最初にハン ド セ ッ ト を持ち上げて、 電話機をオ
フ フ ッ クにする必要があ り ます。 
前述の処置を行っ ても希望の結果が得られない場合は、
システム管理者にご連絡 く だ さい。 電話機システムが、
その設置だけに適用される特定の機能用にプログラムさ
れている こ と もあ り ます。 また、 一部の機能がコール
サーバでオフにな っている可能性もあ り ます。

IP Telephone に関するその他の
すべての問題

システム管理者にお問い合わせ く だ さい。

問題／症状 推奨する解決方法 （続き）

２  の ２
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IP Telephone のリ セ ッ ト と電源のオン／オフ  
ほかの ト ラ ブルシ ューテ ィ ングの推奨手順を使用し て も問題が解決されない場合、 またはシステム管理

者に リ セ ッ ト するよ う 助言された場合は、 IP Telephone を リ セ ッ ト し ます。 

! 注意：

注意 ： 電源のオン／オフは、 システム管理者の許可があった場合、 また、 リ セ ッ ト では問題が

解決できない場合にのみ使用し ます。 電源のオン／オフによ っ て、 オプシ ョ ンや設定な

どの格納された情報が失われる こ とがあ り ます。

電話機のリ セ ッ ト

この基本的な リ セ ッ ト 手順で、 ほとんどの問題が解決されるはずです。

1. [MUTE] （ ） ボタ ンを押し ます。

2. ダイヤルパッ ド を使用し て、 73738# の順にキーを押し ます。 

表示画面に メ ッ セージ 「Reset values? * = no # = yes」 が表示されます。 

3. 次のどち らかのオプシ ョ ンを選択し ます。 

4. # を 押し て電話機を リ スタ ート するか、 * を 押し て電話機のリ スタ ート を 停止し 、 前の状態に戻し

ます。 

注：

注 ： 電話機のリ セ ッ ト ／リ ス ター ト には数分間かかる こ とがあ り ます。 

目的 操作

割り当てられた値を初期化し ないで電話
機を リ セ ッ ト する

* （アス タ リ ス ク） を押し ます。 
確認 ト ーンが聞こ え、 プロンプ ト 「Restart 
phone? * = no # = yes」 が表示されます。 

前に割り当てた （プログラムされた） 値
に初期化し て、 電話機を リ セ ッ ト する
（このオプシ ョ ンは、 電話機に静的な値
がプログラムされている場合にのみ使用
する）

# （シ ャープキー） を押し ます。 
IP Telephone が、 IP ア ド レスなどプログラム
された値をデフ ォル ト 値に戻し、 サーバへの再
接続を行っ ている間は、 表示画面に メ ッ セージ
「Resetting values」 が表示されます。 表示画面
にプロンプ ト 「Restart phone? * = no # = yes」
が表示されます。 
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電話機の電源のオン／オフ

基本的なまたはプログラムされた リ セ ッ ト 手順を実行できない場合、 または実行し て も問題が解決され

ない場合は、 システム管理者の許可を受けた う えで電源のオン／オフ を実行し ます。

1. 電話機のプ ラグを引き抜き、 再び差し込みます。

電話機の接続が再び確立されます。

2. 電源のオン／オフによ っ て問題が解決されない場合は、 システム管理者は、 電話機の電源ケーブル

と イーサネ ッ ト ケーブルの両方を引き抜いてよ り厳密な電源のオン／オフ を実行できます。

! 警告：

警告 ： ステ ッ プ 2 で説明し た タ イプの電源のオン／オフには特定の値の再プログラムが必要な

ため、 システム管理者以外の方は実行し ないよ う お願いし ます。
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